








75

���P� �è	ô ����������

り
な
が
ら
通
勤
し
て
い
た
が
、
渋
滞
に
は
必
ず
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
た
め
、

か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
迂
回
ル
ー
ト
は
、
阿
蘇
南
部
を
結
ぶ
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
が

平
成
二
十
八
年
十
二
月
に
復
旧
開
通
し
、
阿
蘇
神
社
方
面
へ
も
阿
蘇
南
部
へ

も
向
か
う
際
に
利
用
で
き
る
阿
蘇
長
陽
大
橋
が
平
成
二
十
九
年
八
月
に
復
旧

開
通
し
た
こ
と
で
、
慢
性
的
な
渋
滞
は
解
消
さ
れ
た
。

現
在
、
国
道
五
七
号
線
は
、
北
側
復
旧
ル
ー
ト
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
を
使
用

す
る
新
た
な
ル
ー
ト
を
造
成
中
で
あ
り
、
阿
蘇
大
橋
は
山
肌
が
崩
れ
た
場
所

か
ら
離
れ
た
場
所
に
新
阿
蘇
大
橋
と
し
て
復
旧
中
で
あ
る
（
写
真
30
）。
と

も
に
令
和
二
年
度
開
通
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
の
国
道
五
七
号
線
や
Ｊ

Ｒ
豊
肥
本
線
等
の
鉄
道
も
順
次
復
旧
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
現
在
、

徒
歩
通
勤
で
き
る
距
離
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
常
生
活
に
は
支
障

を
き
た
す
こ
と
は
な
い
が
、
通
常
で
は
あ
ま
り
な
い
規
模
で
あ
る
こ
れ
ら
交

通
の
復
旧
工
事
現
場
の
近
く
を
通
る
と
、
そ
の
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
の
日

常
は
ま
だ
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
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阿
蘇
神
社
に
は
現
在
八
名
の
神
職
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
そ
の
う
ち

お
一
人
の
ご
自
宅
が
、
最
大
震
度
七
を
記
録
し
た
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町

に
所
在
す
る
、
木
山
神
宮
と
い
う
神
社
で
あ
る
。
本
殿
は
、『
熊
本
県
の
近

世
社
寺
建
築
：
熊
本
県
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査
報
告
書
』（
熊
本
県
教
育

委
員
会
、
昭
和
六
十
二
年
）
に
も
掲
載
さ
れ
、
建
築
年
代
は
江
戸
時
代
後
期

と
推
測
さ
れ
て
い
る
建
物
で
あ
る
（
の
ち
に
部
材
か
ら
宝
暦
二
年
〈
一
七
五

二
〉
の
墨
書
が
発
見
さ
れ
た
）。
木
山
神
宮
は
境
内
全
域
で
大
き
な
被
害
を

写真 31　修理前の木山神宮本殿

屋根より下が押しつぶされている。

写真 32　解体調査工事中の木山神宮本殿

B�が抜けていたり、細かい部材がバラバラに
なっていたりした。

写真 29　本震で崩れた山肌

崩壊防止のための工事を行っている。

写真 30　建設中の新阿蘇大橋
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受
け
、
本
殿
は
倒
壊
し
た
（
写
真
31
）。

本
殿
は
文
化
財
の
指
定
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、
元
の
部
材
を
用
い
て
修
理

を
行
う
か
、
期
限
付
公
費
解
体
制
度
を
利
用
し
て
撤
去
し
新
築
す
る
か
、
神

職
さ
ん
は
非
常
に
苦
慮
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
有
識
者
の
意
見
や
地
元
の

後
押
し
も
あ
り
、
益
城
町
の
重
要
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
、
町
の
補
助
金
事
業
と
し
て
解
体
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

筆
者
も
解
体
調
査
工
事
中
の
見
学
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
破
損
状
況
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
32
）。
木
山
神
宮
本
殿
は
、
阿
蘇
神
社
楼
門
よ

り
も
一
足
早
く
竣
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
重
要
文
化
財
阿
蘇
神
社
一
の
神
殿
ほ
か
五
棟
保
存
修
理
工
事
（
災
害
復

旧
）」
と
し
て
始
ま
っ
た
本
工
事
は
、
楼
門
以
外
五
棟
が
竣
工
し
た
こ
と
で

第
一
期
工
事
が
完
了
し
、
本
年
平
成
三
十
一
年
四
月
よ
り
楼
門
の
組
立
工
事

で
あ
る
第
二
期
工
事
に
移
行
し
た
。
工
事
完
了
予
定
ま
で
あ
と
四
年
半
程
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
災
害
等
何
事
も
な
く
工
事
が
進
む
こ
と
を
願
う
。

（
重
要
文
化
財
阿
蘇
神
社
一
の
神
殿
ほ
か
五
棟
設
計
監
理
事
務
所
）

写真 33　令和元年 5月の阿蘇神社神殿 3棟（東より望む）

左より一の神殿、三の神殿、二の神殿。拝殿の再建が始まるまでの間、正面から神殿 3 棟を望む
ことができる。


